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1. 国立大学協会「2０２４年度以降の国立大学の入学者選抜制度 －
国立大学協会の基本方針－」
https://www.janu.jp/wp/wp-
content/uploads/2022/01/20210128_news_001.pdf

2. 文部科学省高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説「情報編」
https://www.mext.go.jp/content/1407073_11_1_2.pdf

3. 文部科学省高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416756
.htm

4. 文部科学省高等学校情報科「情報Ⅱ」教員研修用教材
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00
742.html

5. 大学入試センター「情報サンプル問題」
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shaken_jouhou/r7ikou.html

資料 (公的なもの)

• 以下ではこれらの資料については簡単に紹介する。
• 実際の教科書は今後検討する。

https://www.mext.go.jp/content/1407073_11_1_2.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416756.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00742.html
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shaken_jouhou/r7ikou.html
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2022年1月28日 国立大学協会会長談話 (文献1関係)

２０２２年度から始まる高等学校の新学習指導要領では「情報I」が

全ての生徒が学ぶ必履修科目として履修され、一方、国立大学にお

いても既に多くの大学で、 「数理・データサイエンス・AI 教育」が

文理を問わず全ての学生が身に付けるべき教養科目として履修され

ています。このような中において「情報」に関する知識については、

国立大学の教育を受ける上で必要な基礎的な能力の一つとして位置

付けられていくと考えています。それらを踏まえ、今回の基本方針

では、一般選抜において、これまでの「5 教科 7 科目」に「情報」

を加えた、「６教科８科目」を課すことを原則としています。
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項目
（1）情報社会の問題解決
（2）コミュニケーションと情報デザイン
（3）コンピュータとプログラミング
（4）情報通信ネットワークとデータの活用

指導要領解説(文献2) 情報Ⅰ
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(情報Ⅰの解説の最後の部分)

具体的に，気温や為替などの変動，匿名化したスポーツテストの結果
やオリンピック・パラリンピックの記録などのデータを分析する学習活
動を行う場合，グラフや表などを用いてデータを可視化して全体の傾向
を読み取ったり，問題を発見したり，予測をしたりすることが考えられ
る。その際，データの形式や分析目的に応じた可視化の方法を選択する
学習活動を通して，相関係数などの統計指標，相関関係や因果関係など
のデータの関係性，調べようとするもの以外で結果に影響を与えている
原因である交絡因子，データの関係性を数式の形で表す単回帰分析など
について扱うことが考えられる。

データを分析する過程については，データの分析を容易にするために
必要な計算を事前に行っておくなど，データの傾向などを読むことを容
易にする工夫を行う力を養うことが考えられる。更に，データを分析及
び可視化するために適切なソフトウェアを活用する学習活動を通して，
多くの項目のあるデータに対して，項目間の相関を見るためにデータを
漏れのないように組み合わせて複数の散布図などを作成し，相関関係の
見られる変数の組合せを見出し，その変数の組合せに関して回帰直線を
考え，データの変化を予測する力を養うことが考えられる。
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指導要領解説(文献2) 情報Ⅱ
（1）情報社会の進展と情報技術
（2）コミュニケーションとコンテンツ
（3）情報とデータサイエンス
（4）情報システムとプログラミング
（5）情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究
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ここで行うデータの処理に関しては，回帰，分類，クラスタリング及
びそれらがどのような場面で活用されているか，これらを応用して人間
が判断や意思決定を行う代わりにデータを基にどのような仕組みでコン
ピュータが判断を行っているかを理解するようにする。回帰に関しては，
重回帰分析などについて扱い，そのモデルを変更することによって結果
がどのように変化するか，分類に関しては，条件付確率，近傍法，木構
造などを用いた予測について扱い，これらの手法や技術がどのような場
面に活用されているか，それぞれ適切なソフトウェアの活用を通して理
解するようにする。全体を共通の特徴を持ったいくつかの集団に分割す
るクラスタリングに関しては，似たものを集団にしていく階層的方法と，
集団の数を決めてから要素を所属させていく非階層的方法などについて
扱い，適切なソフトウェアの活用を通して理解するようにする。その際，
適切な活用場面についても考えるようにする。

ここでは，数学科における学習内容と関連する部分も含むが，数学や
統計学の専門的な内容に深入りすることなく，可視化やソフトウェアに
よる処理の結果を基に，その概念を理解するようにする。

実際には大学でもなかなか全部はカバーしていない
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「情報Ⅰ」教員研修用教材(文献3)での扱い

学習22 量的データの分析
(1)量的データと質的データ
(2)量的データの関係
(3)単回帰分析を用いた値の推測
(4)量的データの統計的仮説検定
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学習23 質的データの分析
(1)質的データの種類とその扱い
(2)テキストデータの扱いについて
(3)テキストデータの可視化
(4)テキストの分析とその可能性

学習24 データの形式と可視化
(1)質的データとその種類
(2)データの分析と可視化
(3)データの可視化と問題発見
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「情報Ⅱ」教員研修用教材(文献4)での扱い

学習17の一部

大学のデータサイ
エンス学部で学ぶ
ような内容になっ
ている。
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「情報サンプル問題」(文献5) 第3問がデータサイエンス
(大問3問のうちの一つ)
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まとめ

• 大学入学共通テストの情報Ⅰは多くの国立大学で使われ
る。

• 情報Ⅰでは相関や回帰が扱われる。テキストデータも扱
われる。

• 情報Ⅱでは大学レベルの機械学習やAI手法が扱われる。
• 国際的に見ても高度な内容を含んでいる。
• 現実には、大学でも教える教員が不足している。高等学
会で教えるのはかなり困難に思われる。


